
言
霊
の
国
、日
本
。

日
本
語
ほ
ど
多
彩
で

繊
細
な
言
語
は
な

い
。
そ
の
日
本
語
が

今
、
急
速
に
そ
の
力

を
失
い
つ
つ
あ
る
。

原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
。
文
字
は
山
積
み
な
れ
ど
、

言
葉
は
上
滑
り
す
る
。
そ
ん
な

鬱
積
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ

た
、珠
玉
の
講
演
会
が
あ
っ
た
。

ま
さ
に
目
か
ら
鱗
。
極
め
つ
け

は
、
語
り
手
が
生
粋
の
ア
メ
リ

カ
人
だ
っ
た
こ
と
だ
。

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん

は
ミ
シ
ガ
ン
州
出
身
、
詩
人
で

あ
り
俳
人
だ
。
英
米
文
学
専
攻

中
、
日
本
語
と
出
会
い
、
そ
の

美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
。
今
、

彼
は
広
島
に
住
み
、
原
爆
と
日

本
を
研
究
し
て
い
る
。
原
爆
は

英
語
で
「atom

ic bom
b

」。

日
本
語
は
文
字
通
り
直
訳
だ
。

彼
は
言
う
。
ど
う
し
て
自
分
た

ち
の
言
葉
を
使
わ
な
い
の
か
、

と
。
原
爆
が
落
ち
た
そ
の
日
、

も
は
や
「
ピ
カ
」「
ピ
カ
ド
ン
」

と
い
う
言
葉
は
生
ま
れ
て
い

た
。
両
者
の
違
い
が
被
曝
し
た

地
点
の
差
だ
と
教
え
ら
れ
た
時

は
、
思
わ
ず
唸
っ
た
。
熱
を
感

じ
た
瞬
間
、
即
死
し
た
爆
心
地

の
方
は｢

ピ
カ
」。
何
万
度
の

熱
線
を
逃
れ
、
次
の
衝
撃
波
に

吹
き
飛
ば
さ
れ
た
周
辺
の
方
に

と
っ
て
は
「
ピ
カ
ド
ン
」。

原
子
力
発
電
所
は
、
英
語
で

は
「nuclear pow

er plant

」

で
あ
る
。
こ
こ
で
も
核
ア
レ
ル

ギ
ー
の
国
民
を
欺
く
た
め
に
原

子
力
発
電
所
と
い
う
造
語
が
生

み
出
さ
れ
た
。
日
本
語
を
国
民

の
手
に
取
り
戻
す
。
そ
の
一
歩

と
し
て
平
和
記
念
資
料
館
は

「
ピ
カ
ド
ン
資
料
館
」
へ
！

私
は
賛
成
に
一
票
を
投
じ
た

い
。

今月の会員数／1,028人（医科726人・歯科302人）

主な記事発　行　所
石川県保険医協会

〒920‐0902  金沢市尾張町２丁目8番23号
太陽生命金沢ビル8階

☎（076）222‐5373番 ＦＡＸ（076）231‐5156番
URL  http://ishikawahokeni.jp/
編集部E-mail ; iskw_sugino@doc-net.or.jp
発行人 西　田　直　巳
印刷所 ソノダ印刷株式会社
　購読料 1年間 5,000円（〒共）
（※本紙の購読料は会費に含まれます）

　２面　休業保障制度の案内
　３面　２０１３年度版『病院マップ』発刊
　４面　核兵器廃絶国際デー報告
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　６面　ザ・日本国憲法
　７面　近くて近い国：韓国④
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第
二
十
九
回
な
ん
で
も
学

術
！　

何
で
も
回
答
？　

よ
ろ

ず
勉
強
会
が
、
六
月
十
三
日

（
木
）
午
後
七
時
十
五
分
か
ら

近
江
町
交
流
プ
ラ
ザ
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
勉
強
会
で
は
「
見
逃
し

て
は
い
け
な
い
、
こ
ん
な
重
症

患
者
が
歩
い
て
く
る
」
を
テ
ー

マ
に
シ
リ
ー
ズ
開
催
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
金
沢
市
立
病
院
神

経
内
科
の
杉
山
有
先
生
に
講
師

を
お
願
い
し
、
豊
富
な
臨
床
経

験
の
中
か
ら
三
例
の
極
め
て
教

訓
的
な
症
例
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

第
一
例
目
は
、
六
十
歳
代
の

女
性
で
、
感
冒
後
に
軽
度
の
下

肢
の
し
び
れ
を
訴
え
た
症
例
で

す
。
初
診
時
に
は
軽
度
の
不
穏

が
あ
り
、
呼
吸
数
が
多
く
、
酸

素
飽
和
度
の
低
下
も
な
く
一
見

過
換
気
症
候
群
と
も
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
救
急
外
来
の
初
診
医

が
軽
度
の
下
肢
筋
力
低
下
と
唾

液
の
分
泌
過
剰
を
見
逃
さ
ず
、

神
経
内
科
に
コ
ン
サ
ル
ト
し
て

ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
の
診
断

に
至
り
ま
し
た
。
入
院
後
は
嚥

下
障
害
の
進
行
に
加
え
て
、
急

激
に
呼
吸
不
全
に
陥
り
、
人
工

換
気
を
必
要
と
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
初
診
時
の
唾
液
の
分

泌
過
多
も
実
は
嚥
下
障
害
に
よ

る
も
の
と
判
明
し
ま
し
た
。

二
例
目
は
七
十
歳
代
の
女
性

で
、
記
銘
力
障
害
と
歩
行
障
害

を
主
訴
に
受
診
さ
れ
ま
し
た

が
、
約
二
週
間
の
経
過
で
症
状

が
著
し
く
進
行
し
、
激
し
い
ミ

オ
ク
ロ
ー
ヌ
ス
を
認
め
ま
し

た
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
拡
散
強
調
画
像

で
皮
質
化
に
高
信
号
域
を
認

め
、
そ
の
後
の
遺
伝
子
検
査
で

家
族
性
の
プ
リ
オ
ン
病
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。

三
例
目
は
二
十
歳
代
の
若
い

女
性
で
、
強
い
妄
想
や
不
穏
な

ど
の
統
合
失
調
症
様
の
症
状
の

後
に
、
急
激
に
痙
攣
重
積
状
態

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
症
例
は

卵
巣
の
低
形
成
を
認
め
、
近
年

卵
巣
奇
形
腫
と
の
関
連
が
取
り

ざ
た
さ
れ
て
い
る
抗
Ｎ
Ｍ
Ｄ
Ａ

受
容
体
脳
炎
で
し
た
。
痙
攣
の

重
積
状
態
を
乗
り
切
れ
ば
長
期

的
な
予
後
は
良
好
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な

い
疾
患
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
症
例
の
ご
発
表

の
後
に
熱
心
な
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

発
症
か
ら
急
激
に
悪
化
し
た
症

例
で
も
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
重

症
化
す
る
疾
患
の
サ
イ
ン
を
見

逃
さ
ず
に
済
む
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
多
く
の
質
疑
応
答
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
、
こ

の
勉
強
会
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

で
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を

継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。
実

地
臨
床
に
役
立
つ
貴
重
な
お
話

を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
会
で
す

の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員

の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

重症化サインを見逃さないで
理事　三宅　靖（金沢市・内科）

シリーズ・こんな重症患者が歩いてくる
第29回「なんでも学術！なんでも回答？よろず勉強会」

『病院マップ』発刊！
２０１３年度版

会員には、
本紙と一緒に１冊無料で送付します。

【関連記事３面】

講師の杉山有先生

17人が参加して開かれた第28回よろず勉強会
（６月13日・近江町交流プラザ）

・・・・・日ごろの疑問の解決のために・・・・・・・・・・日ごろの疑問の解決のために・・・・・

よろず勉強会
メインテーマ

と　き

講　師

歯周病 
～その病態と全身疾患への影響～

白石歯科医院院長　白石  晃一郎 先生
2013年9月12日（木）
午後７時１５分～午後８時４５分

ところ 近江町交流プラザ ４階「研修室1」
対　象 保険医協会会員（参加は無料です）

今回も医科会員のための歯科講座です。テーマは「むし
歯の治療」です。このシリーズで先回、「カリオロジー（う
蝕の科学）」についての講演がありましたが、今回は「治
療」についての内容です。
医科の先生方の多くのご参加をお待ちしています。

シリーズ●医科会員のための歯科講座●

第30回
なんでも学術!
なんでも回答?

・・・・・日ごろの疑問の解決のために・・・・・・・・・・日ごろの疑問の解決のために・・・・・

よろず勉強会

と　き

テーマ②（60分）

講　師
開業の先生方に聞いてほしい小児科外来の実際

上野  良樹 氏 （小松市民病院・小児科）

テーマ①（60分）

講　師
採血後の神経痛は未然に防げるか？

（七尾市・中村ペインクリニック／
　　　　　　 麻酔科・ペインクリニック内科）中村  耕一郎 氏

2013年10月19日（土）午後6時半～午後８時半
ところ こまつ芸術劇場うらら 会議室 （ＪＲ小松駅横 0761-20-5500）

※車でお越しの方は、周辺の市営駐車場をご利用ください。（有料）
対　象 保険医協会会員（参加は無料、定員は先着３０人とさせていただきます）

はじめて小松で開催します。加賀の先生方のご参加をお待ちします。
～歯科の先生も、ぜひご参加ください～

第31回
なんでも学術!
なんでも回答?

日ごろの疑問の解決のために日ごろの疑問の解決のために

※

詳
し
く
は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

in加賀
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給付体験談

制度のポイント

★次のいずれも該当する方

２０１３年８月１日（木）～９月２０日（金）
第２回申込取扱期間

加入日

加入（増口）申込資格は？

※制度の詳細につきましては、８月上旬までに詳細なパンフレッ
トをお送りしますので、ご確認ください。もちろん、保険医協会
にお問い合わせくださっても結構です。

★給付は長期（最長で730日）、免責は短
期（５日間）
★掛け捨てではありません。脱退給付金が
支払われます。
★掛金は加入時のまま満期まで変わりません。
★入院はもちろん、自宅療養でも、代診を
おいても給付できます。
★他の所得補償保険等の加入に関係なく
給付できます。

①加入日現在健康でひとつの主たる医療機関等で週
４日以上かつ週16時間以上業務に従事している方
②59歳（昭和29年6月２日以降に生まれた方）までの保
険医協会会員で、約款に同意できる保険医である方

１２月１日（日）

保険医休業保障共済保険
8月より2回目募集開始！！

県言語聴覚士会との共同企画
摂食・嚥下障害のリハビリテーション

理事　小川滋彦（金沢市・内科）
“食べること”を学ぶ“食べること”を学ぶ

3回シリーズ  その㈰

保険医休業補償共済保険
8月より第2回申し込み受け付け開始

保険医協会の休業保障制度が、７年ぶりに募集再開
されました。この機会に、万が一に備えて、加入を考
えてみませんか。診療や仕事に追われ、自分を後回し
にしがちですが、何よりも健康管理が大切です。病気
やケガで休業すると、特に開業医は院長がいないと医
院経営は成り立ちません。その時には、公的な保障は
ありませんので、自分で対応しなければなりません。
もし院長が倒れ、休業が１カ月以上続いた場合を想
定すると、収入は０円ですが、人件費などの日常経費
がかかります。借入金の返済や代診医も考えなくては
なりません。病気やケガは、いつ我が身に起こるか予
測がつきません。元気な若いうちに休業保障に入るこ
とをお勧めします。この制度は、健康な時に入る、手
厚い制度です。勤務医の方も将来のために検討くださ
い。制度につきましては、何でもお気軽に事務局へ相
談ください。

万が一の事故や
病気に備えて
元気なうちに

休業保障に加入を

主人が亡くなり、一周忌も済み、一年半が経とうとしております。まだ、昨日の
ことのように思えます。
主人が病に倒れ、息子が戻る間、代診の先生にお願いすることとなり、その期間、

休業保障制度に入っていて良かったとつくづく思いました。加入時は深く考えず、念
のためにと加入したのですが、現実に給付を受け取るに当たって、本当にありがたかっ
たです。
現実に休診しなければならなくなったとき、それまでは他人事のように思ってお

りましたが、その現実を受け入れるだけで大変でした。休業保障制度のおかげで息子
が戻るまでの間、そしてその後も助けていただきました。
また、保険医協会の休業保障制度が再開されたと聞きました。私どもの体験から、

ぜひ会員の先生方には加入されることをお薦めしたいです。

私は昨年の６月、頸椎前方固定術を受け、約一週間入院生活を送りました。その
遠因は、今から思えば高校時代に前方宙返りをして、怖くて目をつむったために、回
りすぎて顔面着陸し、マットに顔面を強く打ったことだと思います。当時の明確な記
憶はありませんが、しばらく手がしびれていました。その後、症状も改善し、すっか
り忘れていました。
ところが、一昨年の秋ころから右手が少ししびれ始め、しばらくして左手にも同

じような症状が起こり、さては脳梗塞の再発？と思いましたが、頸椎の病変だと分か
り、かつての同僚の先生方に手術をお願いしました。
手術後約一週間で退院しましたが、以前私が脳外科で手術をしていたころには、

術後３週間くらいは入院安静だったので、ずいぶん早くなったものだと感慨無量でし
た。
退院後、保険医協会に申請し、協会から休業保障制度の給付を受けました。安心

して入院生活が送ることができて、何よりありがたいと思いました。

保険医協会には休業保障制度がありましたので、33年前に開業した時点で加入い
たしました。
私たち歯科開業医は、開業時に多額の借金をしてスタートする方がほとんどだと

思います。私も銀行より借り入れし、毎月その返済、スタッフの給料、運営費などな
どの経費が必要になる中で、昔は一人で診療を行っておりました。その状況下で、病
気、ケガなどで仕事に就けなくなった経験があります。スタッフを辞めさせることは
したくないものの、収入はゼロ。厳しい状況になりました。しかし、保険医協会の休
業保障制度に加入していたために、人件費と借入金の返済など、どうにか事無きを得
ました。何よりもスタッフを辞めさせずに済み、回復した時点で、それまでと同じメ
ンバーで診療を再開できたことに安堵致しました。また、保険医協会の場合はその手
続きも簡単であったことも、ストレス無く、ありがたく思いました。病気、ケガは予
期せぬ時にやって来ます。小さな開業医の私たちには、心丈夫な制度だとつくづく思っ
ています。

加入していて良かった� （白山市・歯科医師家族）

何よりありがたい制度� （金沢市・医科）

開業医の私たちに、心丈夫な制度� （金沢市・歯科）

副会長・共済部長　小島　登（内灘町・歯科）

石 川 保 険 医 新 聞 2013年7月15日（毎月15日発行）（2）第495号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



〈参加費〉
医師、歯科医師 ……………… 8,000円
協会事務局 ………………… 2,000円
コ・メディカル/コ・デンタル …… 500円
※分科会には一般市民、マスコミの方は入場できません。

詳しくは石川県保険医協会までお問い合わせください。
TEL 076（222）5373

2日目

第28回

10月13日（日）分科会・ポスターセッション
分科会（6テーマ・8会場）9：00～12：00

ポスターセッション 9：00～15：00

●第1分科会 「在宅医療・介護」 （1会場　15演題　発表7分・質疑3分）

●第2分科会 「医科診療の研究と工夫」 （2会場　30演題　発表7分・質疑3分）
●第3分科会 「歯科診療の研究と工夫」 （2会場　26演題　発表8分・質疑3分）
●第4分科会 「医科歯科連携による研究と日常診療の工夫」
  （1会場　15演題　発表7分・質疑3分）

●第5分科会 「公害・環境・職業病」 （1会場　15演題　発表7分・質疑3分）

●第6分科会 「医学史・医療運動史・医療と裁判」
  （1会場　15演題　発表7分・質疑3分）

（質疑5分、11：30より開始　15演題予定）

主催：全国保険医団体連合会　主務：神奈川県保険医協会

　保団連医療研究集会
参加者募集中

2013年10月12日（土）～13日（日）
〈会場〉横浜ベイシェラトンホテル&タワーズ

神奈川県横浜市西区北幸1-3-23　TEL.045-411-1111

●メインテーマ

地域医療における
これからの
市民と医療者の
連携

加
賀
市
の
「
加
賀
市

民
病
院
」「
山
中
温
泉

医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
統

合
し
、
加
賀
温
泉
駅
前

に
移
転
新
築
す
る
計
画

が
進
ん
で
い
る
。
計
画

で
は
二
〇
一
六
年
度
に
三
百
床
、
全

室
個
室
、
平
均
入
院
日
数
二
十
日
未

満
の
新
し
い
病
院
が
開
設
予
定
で
あ

る
。
両
病
院
の
老
巧
化
、
駐
車
場
確

保
の
困
難
、
救
急
医
療
へ
の
対
応
、

医
師
の
確
保
、
患
者
の
地
域
外
へ
の

流
出
な
ど
、
医
療
関
係
者
の
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
統
合
計
画
は
一
応
理
解

は
で
き
る
。
し
か
し
こ
こ
に
至
る
プ

ロ
セ
ス
が
、
現
市
長
の
唐
突
な
提
案

に
始
ま
り
、
は
じ
め
か
ら
移
転
新
築

あ
り
き
と
の
、
行
政
の
強
引
と
も
言

え
る
手
法
で
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と

は
問
題
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
現
在
、

両
病
院
に
通
院
中
の
患
者
の
移
転
後

の
配
慮
や
、
急
性
期
病
院
に
特
化
さ

れ
る
な
ら
、
そ
の
後
方
医
療
体
制
が

確
保
で
き
て
い
る
の
か
な
ど
、
多
く

の
課
題
を
残
し
て
見
切
り
発
車
し
た

感
が
強
い
。

公
立
病
院
の
統
合
と
な
れ
ば
、
能

登
北
部
四
公
立
病
院
（
穴
水
、
輪
島
、

宇
出
津
、
珠
洲
）
の
問
題
は
さ
ら
に

深
刻
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
人
口
減

少
と
高
齢
化
の
速
度
は
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
、
い
ず
れ
四
病
院
の
統
廃

合
が
問
題
に
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
の

住
民
に
対
す
る
影
響
は
、
加
賀
市
の

場
合
よ
り
地
域
が
広
い
こ
と
も
あ
り
、

さ
ら
に
大
き
い
。
今
、
水
面
下
で
四

病
院
の
将
来
に
つ
い
て
、
一
部
関
係

者
の
間
で
は
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
ぜ
ひ
患
者
・
住

民
も
参
加
し
た
オ
ー
プ
ン
な
形
で
、

熟
議
の
も
と
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

公
立
病
院
の
統
合
・
移
転
は
、
今

ま
で
は
、行
政
、議
会
、病
院
関
係
者
、

医
師
を
派
遣
す
る
大
学
病
院
関
係
者

な
ど
、
言
わ
ば
供
給
サ
イ
ド
の
協
議

で
決
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
地

域
公
立
病
院
の
統
合
・
移
転
は
、
そ

の
地
域
の
患
者
・
住
民
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、「
住
み
続
け
る
権
利
」

を
も
侵
害
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
よ
り
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
姿
勢
で
議
論
を
進
め
る
べ

き
と
思
う
。

ま
た
、
保
険
医
協
会
会
員
も
多
く

は
開
業
会
員
で
あ
り
、
地
域
で
住
民

と
直
接
接
す
る
機
会
も
多
い
。
や
は

り
医
療
供
給
サ
イ
ド
よ
り
、
患
者
・

住
民
サ
イ
ド
に
軸
足
を
置
い
た
意
見

を
、
わ
れ
わ
れ
も
積
極
的
に
発
信
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
の
ホ
ウ
リ
込
み
か
ら
３
と
打
つ

の
が
好
手
段
。
白
４
に
黒
５
で
白
死
で

す
。
黒
１
で
５
は
白
３
で
白
生
き
。
ま

た
黒
１
で
３
は
白
１
で
白
生
き
。
白
４

で
５
な
ら
黒
４
で
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁2
5

1
3

4

☗
３
一
角
打
☖
３
二
玉
☗
２
二

飛
☖
４
一
玉
☗
５
一
角
成
☖
３
一

玉
☗
４
二
飛
成
ま
で
７
手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
３
一
角
打
に
☖
１

二
玉
は
☗
３
二
飛
ま
で
。
３
手

目
☗
２
二
飛
で
☖
４
一
玉
と
追

い
、
次
の
☗
５
一
角
成
が
決
め

手
☖
同
玉
な
ら
☗
５
二
歩
成
で

す
。 将

棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

９
＋
７
で
、答
え
は「
16
」

（
問
題
8
面
）

公
立
病
院
の
統
合
、移
転
問
題

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
よ
り

 

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

『病院マップ』2013年度版を発刊するに当たり、ご協力いただいた病院各位
に、まず感謝申し上げます。また、協賛をいただいた各社にも感謝申し上げま
す。

今年の『病院マップ』の編集方針には、大きな変更はありません。ただ、
地域密着型介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）が増加している中で、そ
の一覧を載せました。また、診療科・各科責任者・外来担当者およびその専攻
分野の一覧表の体裁を若干手直ししました。

さて、「社会保障と税の一体改革」や、「ＴＰＰ」問題など、医療や福祉を
めぐる状況に暗雲が垂れ込めています。ＴＰＰでは、薬価制度や知的財産権の
見直しによって薬価が高騰する危険性が指摘されており、薬価が高騰すると診
療報酬本体が抑制され、その分、混合診療が全面解禁となり、公的医療保険制
度が崩壊するというシナリオも予測されています。

また、憲法改正についても風雲急を告げるといった感じです。国民が国を
縛るという立憲主義から、国が国民に命令し縛る「時代に逆行する」憲法にな
る危険性があります。こういった動きに敏感に反応していく必要がありますが、
一方、日々の診療では、患者さんの立場に立って良い医療を提供していくこと
も求められています。良い医療を提供していこうとする中で、制度の改善を提
案し、制度の改善の中で良い医療を保障するといった車の両輪の形です。『病
院マップ』は、病診連携の一助になるように出版されるものですが、医療機関
同士、また、医師同士が連携していく中で、良い医療を模索していきたいもの
です。
『病院マップ』は、歴史が長く、ある程度形ができあがったものになってい

ますが、病院や診療所にとって使い勝手が良く、役立つように常にバージョン
アップを図っていかなければと考えています。そのためにも、『病院マップ』
の十分な活用と、その中で見えてくる改善点について、このマップを利用され
る皆さんからのフィードバックをお願いいたします。

（2013年度版『病院マップ』巻頭言より）

2013 年度版

病院マップ
発刊 !

副会長・医療福祉部長
大川　義弘（金沢市・内科）

『
』

石川県

石 川 保 険 医 新 聞（3）2013年7月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第495号



２
つ
の 

ア
ピ
ー
ル
案
が 

採
択
さ
れ
て

六
月
九
日
（
日
）、
香
林
坊

大
和
バ
ス
停
前
に
て
、
十
時

五
十
分
よ
り
白
崎
良
明
先
生

（
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医

師
の
会
代
表
世
話
人
）
の
呼
び

か
け
で
、「
核
兵
器
全
面
禁
止

ア
ピ
ー
ル
」
署
名
運
動
が
開
始

さ
れ
た
。
毎
年
恒
例
の
白
衣
を

着
て
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

あ
る
。
四
十
分
と
い
う
短
い
時

間
で
あ
っ
た
が
、
六
十
筆
の
署

名
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
署
名
は

秋
ま
で
継
続
し
、
十
月
を
目
途

に
国
連
総
会
に
提
出
さ
れ
る
。

十
二
時
か
ら
は
金
沢
市
文
化

ホ
ー
ル
に
場
所
を
移
し
て
、
石

川
反
核
医
師
の
会
総
会
が
開
催

さ
れ
、
次
の
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル

案
が
採
択
さ
れ
た
。
①
核
兵
器

な
き
世
界
を
め
ざ
し
、
地
域
の

中
で
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
運
動
を
一
層

推
し
進
め
る
こ
と
②
福
島
原
発

事
故
が
も
た
ら
す
放
射
能
障
害

の
危
険
性
を
訴
え
て
、
原
発
に

頼
ら
な
い
安
心
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
運
動
は
、「
私
に

も
で
き
る
反
核
運
動
」
の
合
い

言
葉
で
あ
る
。

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
が 

見
た
ヒ
ロ
シ
マ
』
を 

鑑
賞
し
て

市
民
公
開
企
画
の
開
催
に
先

立
ち
、
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
浅
妻
南
海
江
さ
ん
（『
は
だ

し
の
ゲ
ン
』
を
ひ
ろ
め
る
会
理

事
長
）
は
、
被
爆
者
の
体
験
を

受
け
継
ぐ
も
の
と
し
て
、『
は

だ
し
の
ゲ
ン
』
が
全
世
界
的
に

平
和
教
育
の
教
材
と
し
て
広
ま

り
つ
つ
あ
る
状
況
を
報
告

し
た
。

続
い
て
上
映
さ
れ
た
『
は
だ

し
の
ゲ
ン
が
見
た
ヒ
ロ
シ
マ
』

は
、『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』の
作
者
・

中
沢
啓
治
さ
ん
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
映
画
で
あ
る
。
映
画
の

中
で
中
沢
さ
ん
は
、
ゲ
ン
の
モ

デ
ル
は
自
分
そ
の
も
の
で
あ
る

と
語
っ
た
。
ゲ
ン
は
爆
心
地
で

奇
跡
的
に
生
き
延
び
た
。
夫
、

娘
、
末
の
息
子
を
目
の
前
で

失
っ
た
母
は
自
失
状
態
の
な
か

ゲ
ン
と
再
会
を
果
た
し
た
。
ゲ

ン
は
い
じ
め
に
遭
い
な
が
ら

も
、
陽
気
に
育
ち
父
親
譲
り
の

絵
心
を
慰
め
に
し
た
。
も
し
、

母
の
必
死
の
庇
護
が
な
け
れ

ば
、
多
く
の
孤
児
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
ゲ
ン
は
冬
の

駅
前
で
凍
死
す
る
し
か
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
ゲ
ン
は
ま
っ
す
ぐ

に
伸
び
る
麦
。
冬
に
萌
芽
し
、

踏
ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
ま
っ

す
ぐ
伸
び
る
。「
元
気
」の
ゲ
ン
、

「
元
素
」の
ゲ
ン
で
あ
る
と
語
っ

た
中
沢
さ
ん
の
笑
顔
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

中
沢
さ
ん
は
手
塚
マ
ン
ガ
に

憧
れ
、
後
に
母
を
残
し
て
上
京

し
た
が
、
そ
こ
で
被
爆
者
に
対

す
る
差
別
を
知
る
こ
と
と
な
っ

た
。
当
時
、
放
射
能
は
伝
染
病

の
よ
う
に
う
つ
る
と
思
わ
れ
て

い
た
。
中
沢
さ
ん
は
原
爆
を
落

と
し
た
ア
メ
リ
カ
が
憎
か
っ

た
。
ま
た
、
究
明
が
な
さ
れ
な

い
ま
ま
の
戦
争
責
任
を
糾
弾
し

た
か
っ
た
。
し
か
し
、
原
爆
を

マ
ン
ガ
の
テ
ー
マ
と
し
た
途

端
、
ど
れ
だ
け
被
爆
の
実
相
を

薄
め
て
表
現
し
て
も
、
読
者
に

は
恐
ろ
し
い
も
の
、
受
け
入
れ

が
た
い
も
の
と
し
て
大
手
出
版

社
に
は
掲
載
を
断
わ
ら
れ
続
け

た
。
し
か
し
、
成
人
向
け
の
本

の
出
版
社
か
ら
で
は
あ
っ
た

が
、
入
市
被
曝
で
死
亡
す
る
女

性
が
テ
ー
マ
の
『
黒
い
雨
に
う

た
れ
て
』
が
出
版
さ
れ
、
皮
肉

に
も
世
に
認
め
ら
れ
る
に
至

り
、「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」

で
の
長
期
連
載
へ
の
道
が
開
か

れ
た
。
今
年
は
『
は
だ
し
の
ゲ

ン
』
の
「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」

連
載
開
始
か
ら
四
十
年
と
い
う

記
念
の
年
。
そ
れ
を
目
前
に
し

た
昨
年
十
二
月
十
九
日
、
中
沢

さ
ん
は
七
十
三
歳
の
生
涯
を
閉

じ
た
。

ア
ー
サ
ー
・ 

ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
の 

講
演
も

映
画
上
映
後
は
、ア
ー
サ
ー
・

ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
に
よ
る
講
演

『
炉
は
続
く
よ　

ど
こ
ま
で

も
？
』
を
間
近
で
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
、

ヒ
ロ
シ
マ
人
で
も
あ
る
ビ
ナ
ー

ド
さ
ん
は
言
語
学
が
専
門
で
、

詩
人
。

ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ

に
い
る
と
き
か
ら
、
終
戦
直
前

に
二
個
の
原
子
爆
弾
を
、
し
か

も
短
期
間
に
落
と
し
た
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
計
画
そ
の
も
の
に
疑

問
を
抱
い
て
い
た
。
本
当
に
戦

争
を
早
期
終
結
さ
せ
る
た
め
な

ら
ば
、
理
論
上
、
長
崎
に
落
と

す
必
要
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う

し
、
全
国
の
都
市
に
「
パ
ン
プ

キ
ン
爆
弾
」
な
ど
と
い
う
模
擬

爆
弾
を
落
と
す
必
要
も
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
原
爆
投
下
は
戦

時
下
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
明
ら

か
に
軍
人
以
外
の
市
民
の
大
量

殺
戮
を
目
的
と
し
て
お
り
、
米

国
国
内
法
に
照
ら
し
て
も
明
白

な
違
法
行
為
で
あ
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
の
真
の
目
的
は
、
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
型
爆
縮
爆
弾
の
完
成
と

戦
後
世
界
の
支
配
権
掌
握
に

あ
っ
た
。

「
言
葉
」
は
成
り
立
ち
と
視

点
に
よ
っ
て
表
現
が
変
わ
る
。

ヒ
ロ
シ
マ
に
来
て
広
島
平
和
記

念
資
料
館
を
数
知
れ
ず
訪
問

し
、「
か
た
り
べ
」
の
話
を
傾

聴
す
る
う
ち
に
、
被
爆
体
験
者

が
語
る「
ピ
カ
」あ
る
い
は「
ピ

カ
ド
ン
」
に
違
い
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。「
ピ
カ
」
と
表
現

す
る
人
は
爆
裂
し
た
衝
撃
波
が

伝
播
す
る
音
波
よ
り
速
く
到
達

し
た
爆
心
に
近
い
と
こ
ろ
で
被

爆
し
た
人
で
、「
ピ
カ
ド
ン
」

は
若
干
爆
心
よ
り
離
れ
た
場
所

で
爆
風
よ
り
爆
発
音
が
先
に
届

い
た
被
爆
者
の
表
現
で
あ
る
と

い
う
。
こ
の
生
き
生
き
と
し
た

オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
態
語
）
は
、

ヒ
ロ
シ
マ
を
知
る
は
ず
も
な
い

三
日
後
の
長
崎
で
も
同
様
に

「
ピ
カ
」あ
る
い
は「
ピ
カ
ド
ン
」

と
呼
ば
れ
た
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
型
原
爆
の
原

料
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
原
子
炉
に

よ
っ
て
の
み
生
成
さ
れ
る
。
日

本
語
の
原
子
炉
の
「
炉
」
と
い

う
意
味
の
英
語
は
存
在
し
な

い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
当
時
原
子

炉
はpile

と
呼
ば
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
核
開
発
の
た
め
に
、

核
反
応
生
成
物
で
あ
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
取
り
出
し
蓄
積
す
る

装
置
で
、
発
電
は
単
に
発
生
し

た
熱
を
副
次
的
に
利
用
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
と
普
通
に
理
解

さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
原
発
が

導
入
さ
れ
た
真
の
目
的
は
不
明

で
あ
る
が
、
原
子
力
は
被
爆
国

日
本
で
は
敏
感
で
受
け
入
れ
が

た
い
問
題
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
、

原
子
炉
（
ま
た
は
原
子
鑪
）
の

「
炉
」
の
文
字
を
用
い
た
。
当

時
の
日
本
は
鉄
鋼
業
の
繁
栄
に

よ
り
、
ま
さ
に
高
度
成
長
を
遂

げ
つ
つ
あ
り
、溶
鉱
炉
の
「
炉
」

あ
る
い
は
家
庭
の
「
鑪
」（
ろ

＝
い
ろ
り
）
は
と
も
に
心
温
ま

る
も
の
で
、
人
々
は
原
子
炉
に

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
得
な
か
っ
た
。

「
核
の
下
に
お
け
る
平
和
」、

「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
な
ど

と
い
う
言
葉
が
ま
か
り
通
る
な

ら
ば
、
平
和
と
い
う
言
葉
は
力

を
失
い
、
真
の
平
和
か
ら
遠
の

く
。
為
政
者
に
よ
る
宣
伝
用
の

だ
ま
し
文
句
を
受
け
入
れ
て
は

な
ら
な
い
。
本
当
の
民
衆
の
言

葉
を
取
り
返
さ
な
く
て
は
い
け

な
い
。平
和
記
念
資
料
館
は「
ピ

カ
ド
ン
資
料
館
」
と
命
名
す
べ

き
で
あ
る
と
語
っ
た
。

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
に
集
っ

た
三
百
二
十
人
は
皆
、
本
当
の

平
和
を
取
り
戻
そ
う
と
心
に

誓
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その20

シリーズ

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その21

シリーズ

信
頼
で
き
な
い
政
府
の
ウ
ソ
と

　内
部
被
ば
く
の
真
実
に
触
れ
て

保
険
医
協
会
定
期
総
会・記
念
講
演
要
旨

保
険
医
協
会
定
期
総
会・記
念
講
演
要
旨

第
4
回
核
兵
器
廃
絶
国
際
行
動
デ
ー
に
参
加
し
て

第
4
回
核
兵
器
廃
絶
国
際
行
動
デ
ー
に
参
加
し
て

　理
事

　斉
藤

　典
才
（
金
沢
市
・
外
科
）

　西
川

　忠
之
（
能
美
市
・
泌
尿
器
科
）

テ
ー
マ
／『
放
射
線
の
健
康
影
響
』  
講
師
／
矢
ヶ
﨑
克
馬

本
当
の
平
和
を
取
り
戻
そ
う

集
会
に
集
っ
た
三
百
二
十
人
が
決
意

今
年
で
四
回
目
と
な
る「
核
兵
器
廃
絶
国
際
行
動
デ
ー
」が
、

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会
（
石
川
反
核
医
師
の
会
）

と『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』を
ひ
ろ
め
る
会
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。

「
核
兵
器
廃
絶
国
際
行
動
デ
ー
」
は
二
〇
一
〇
年
に
国
連

で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
拡
散
防
止
条
約
）
再
検
討
会

議
直
後
に
、
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
の
呼
び
か
け
で
、
全
世
界
的
に
始
ま
っ
た
取
り

組
み
で
あ
る
。

今
回
は
、
毎
年
恒
例
の
白
衣
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
ら

始
ま
り
、
石
川
反
核
医
師
の
会
第
二
十
六
回
総
会
、
映
画
『
は

だ
し
の
ゲ
ン
が
見
た
ヒ
ロ
シ
マ
』
の
上
映
会
、
ア
ー
サ
ー
・
ビ

ナ
ー
ド
講
演
会
が
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
三
百
二
十
人
（
上

映
会
に
は
三
百
五
人
）
が
参
加
し
た
。

新点数関連情報は
全国紙・ホームページなどをご覧ください

「
原
発・い
の
ち・み
ら
い
」へ
の

           

ご
寄
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す

　福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、今
な
お
、深
刻

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。保
険
医
協
会
で
は
、会
員
・
関

係
団
体
・
個
人
の
方
々
か
ら
の
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
、本
紙

で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　読
者
の
皆
様
方
の
思
い
や
、講
演
会
の
ま
と
め
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　詳
し
く
は
、事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小中学生も含む幅広い世代の方320人が参加し、
満席となった金沢市文化ホール・大集会室

巧みな日本語で
ユーモアたっぷりに講演された
アーサー・ビナードさん

白衣の街頭キャンペーンでは「核兵器・原発 NO!」
の風船を配りながら、核兵器全面禁止アピール署名
への協力を求めた
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超高齢社会における
低栄養の予防と対策
─多職種連携とMNA®について─

ＭＮＡ®： Mini-Nutritional Assessment （簡易栄養状態評価表）

と　き７月２１日（日） 午前9時～11時
ところ ホテル金沢 ２階 ダイヤモンド

（金沢市堀川新町1番1号 TEL 076-223-1111）

講  師 雨海 照祥 氏
武庫川女子大学 生活環境学部 食物栄養学科 教授

対　象 歯科医師、医師、医療・介護関連職種の方など
定員200人

参加費 無 料 （申込みは保険医協会まで TEL 076-222-5373）
※保険医協会の会員でない方もご参加いただけます

開始・終了時間が変更になりました。

※100冊以上ご注文いただく場合、 特価 （１冊60円）で
　販売します（送料は別途ご負担いただきます）

10単位での販売となります
会員価格1冊100円
●B5判／20㌻／カラー／定価200円

2013年
6/19発行

『お口の機能を育てましょう ―歯科医師からのメッセージ』

お口の機能を
育てましょう

保護者・

保育関係者
への

普及にご協
力

下さい

保護者・

保育関係者
への

普及にご協
力

下さい

子どもたちに「食を通じて、より豊かな人生を送ってほしい」
という願いから、離乳準備期から幼児食期における
子どもたちの発達段階に合わせたお口の機能獲得、
五感を意識した食事や特に注意していただきたい点などを、
成長段階別に、歯科医師がきめ細かくアドバイス！

月齢（目安）

前歯で噛み切り、奥の歯ぐきで
すりつぶして食べる練習をする時期

カミカミ期（歯ぐき食べ期）

生後９～１１ヵ月ごろ

★離乳食を進める際に、段階を経ずに硬い
ものを与えてしまうと、食欲のある子は
「まる飲み」になり、食欲のない子は飲み
こまなくなります。また、将来、「あまり噛
まない」や「食べ物を流し込む」などの食
べ方につながります。歯の生え具合を見
ながら、食べ物の種類や調理法を考える
ことが大切です。

全身の様子
・「ハイハイ」から「つかまり立ち」へ
・手で物をしっかりと持てるようになります

食べられる物（目安）

舌と口の動き
・舌が前後・上下だけでなく、左右にも動
きます
・奥の歯ぐきで噛むときに、上下の口唇が
ねじれ、噛む側の口角がくぼみます

奥の歯ぐきで噛んでいるかを判断するには、噛む側の口角
がくぼんでいるかどうかが目安になります。モグモグ期（舌
食べ期）は、口唇が左右同時に伸縮します
（→Ｐ6　舌と口の動き）

歯の萌出状態
・10ヵ月ごろになると上顎乳中切歯が、11ヵ月ごろになると上顎乳側切歯が生えます
・奥の歯ぐきが盛り上がってきます

熟したバナナ

５倍がゆ

食パン（耳を取ったもの）
軟らかくゆでた野菜
（３～５㎜のサイコロ状から、
次第に１㎝ぐらいに大きくして
いきましょう）

指で強く押し
つぶせる硬さ
（歯ぐきでつぶ
せる硬さ）

乳中切歯 乳側切歯

8

「手づかみ食べ」を大いにさせましょう

歯科医師からのアドバイス

★手づかみ食べを始めましょう。

★細長いものを前歯で噛み切ることで、一口量を覚えていきます。

★軟らかくゆでたじゃがいも・人参・ブロッコリーなどを、奥の歯ぐきですりつぶすよう
に促しましょう。

★五感の発達を意識した食事を与えましょう（→P13　コラム）。

コラム

注意点
★いつまでも軟らかいものだけを食べていると、奥の歯ぐきで押しつぶす必要がないために「まる飲
み食べ」になりがちです。「食べられる物（目安）」を参考に、前歯で噛み切り、奥の歯ぐきですりつぶ
すような食べ物に変えましょう。
★喉につまらせる危険性が増す時期です。形状や与え方に十分な注意が必要です（→Ｐ11　コラム）。
★吐き出しても「嫌いなのではなく、まだ噛み切れない」と理解して、調理を工夫してみましょう。

！

行儀が悪いと思いがちな「手づかみ食べ」は、食べ物を目で見て、手指でつかんで、
口に運ぶという目と手と口の協調運動の発達のために重要な役割をになっています。
手づかみ食べをすることで手指や腕、口などの連携機能が発達し、食器や食具を使用
する次のステップへの移行がスムーズになります。
小さな物を手で上手につかめるようになるのは、カミカミ
期（歯ぐき食べ期）のころです。手づかみ食べはこのころから
始めるとよいでしょう。手づかみ食べが盛んになるのは１歳
ごろです。
手づかみ食べに適したものは、１cm角、長さ５～７cmのス

ティック状のものです。繊維性が強いキャベツやレタスなど
の葉ものは避けましょう。

9

参加者には
パンフレットを
1冊進呈！

無料

お子さんをおもちの方、その他興味のある方はどなたでも
歯科医師、医師、歯科衛生士、保育士、栄養士

石川県保険医協会・食育プロジェクト委員
近藤クリニック　小児歯科学会認定小児歯科専門医近藤 政子 

近江町交流プラザ
4階 集会室 金沢市青草町８８

お口の機能を育てましょう ― 歯科医師からのメッセージ

第9回食育講演会
石川県保険医協会 食育プロジェクト主催

パンフレット

と　き ところ

講　師

対　象

参加費 申込方法

2013年8月29日木

必要事項（団体名、電話番号、参加者名と職種）を明記し、
ＦＡＸで送付下さい。

『お口の機能を育てましょう ―歯科医師からのメッセージ』
出版記念講演会

午後6：30～8：30

FAX 076（231）5156

詳しくは案内チラシをご覧ください

外科手技の基礎（仮）

今さら聞けない
『歯科』臨床シリーズ

詳しくは案内チラシをご覧ください
主　催：石川県保険医協会　℡076-222-5373
参加費：無料
対　象：会員医療機関の歯科医師、医師
講　師：田上めぐみ氏（株式会社ヒンメル代表取締役、歯科衛生士）
ところ：ホテル金沢 ４階　風月（定員50人）
と　き：９月８日（日）午前10：00～ 12：00 
～消毒　滅菌システムのリニューアルで長期雇用～
テーマ：スタッフがやめない清潔な医院づくり
医院経営セミナー

詳しくは案内チラシをご覧ください
主　催：石川県保険医協会　℡076-222-5373
参加費：無料
対　象：会員医療機関の歯科医師とスタッフ
ところ：金沢ニューグランドホテル４階　金扇（定員100人）
と　き：9月29日（日）午前9：30～ 12：30
講　師：下野　正基氏（東京歯科大学名誉教授）
テーマ：治癒の病理－ぺリオ・エンド治療のために 
歯科学術講演会

8月31日（土）18：00～19：30と　き

テーマ

近江町交流プラザ
４階 研修室１（定員40人）

ところ

岡部 孝一氏（おかべ歯科医院院長）講　師

会員医療機関の歯科医師対　象

石川県保険医協会 TEL.076-222-5373主　催
無料参加費

第1回

詳しくは案内チラシをご覧ください

スタッフがやめない
清潔な医院づくり
～消毒 滅菌システムの
 リニューアルで長期雇用～

医院経営セミナー 詳しくは案内チラシをご覧ください
主　催：石川県保険医協会　℡076-222-5373
参加費：無料
対　象：会員医療機関の歯科医師とスタッフ
ところ：金沢ニューグランドホテル４階　金扇（定員100人）
と　き：9月29日（日）午前9：30～ 12：30
講　師：下野　正基氏（東京歯科大学名誉教授）
テーマ：治癒の病理－ぺリオ・エンド治療のために 
歯科学術講演会

テーマ

石川県保険医協会 TEL.076-222-5373主　催
無料参加費

9月8日（日）10：00～12：00と　き

ホテル金沢 ４階 風月（定員50人）ところ

田上 めぐみ氏講　師

会員医療機関の歯科医師、医師対　象

株式会社ヒンメル代表取締役、
歯科衛生士（　　　　　　　　　　　　）

詳しくは案内チラシをご覧ください

治癒の病理
―ぺリオ・エンド治療のために 

歯科学術講演会
テーマ

石川県保険医協会 TEL.076-222-5373主　催
無料参加費

9月29日（日）9：30～12：30と　き

金沢ニューグランドホテル
４階 金扇（定員100人）

ところ

下野 正基氏（東京歯科大学名誉教授）講　師

会員医療機関の歯科医師とスタッフ対　象

日時 ２０１３年10月１４日（月・祝・体育の日）
午前８時３１分スタート（集合：７時４５分）※集合時間の午前７時４５分までに、　必ずご参集ください。

場所 白山カントリー倶楽部・松風コース（0761-51-4181）※泉水コースと入り口が違いますのでご注意ください。
　詳しくは白山カントリー倶楽部のＨＰをご覧ください。

●参加費 保険医協会会員２,０００円（保険医協会未入会員３,０００円）
●ビジタープレー代 １０,０００円（昼食付き／各自、お支払いください）
●競技方法 ①個人戦：１８ホールズ・ストロークプレーで、ダブルペリア方式でハンディキャップをつけ、

 順位をつけます。
 ②団体戦：各チーム参加者全員のスコアを合計し、人数で割ったスコアで勝敗を決めます。
●チャリティー ※ショートホール（４ホール）でワンオンしなかった場合には、その都度ツーコイン（２００円）

を支払うことでご協力ください。
●その他 ＊キャディーは原則、つけません。
 ＊賞品：個人戦の1位（トロフィー＆景品）、2位、3位。団体戦の1位。
 ＊その他、ベスグロ、ブービー、ドラコン、ニアピン、参加賞など

多数の景品をご用意します。
●申込方法 ９月１０日（火）までにお申し込みください。
 ※定員に達し次第、締め切らせていただきます。

石川県保険医協会・２０１３年

ゴルフコンペのご案内

お問い合わせは石川県保険医協会まで
TEL（076）222-5373　FAX（076）231-5156
E-mail:iskw_sugino@doc-net.or.jp 詳しくは案内チラシをご覧ください。
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忌憚なく憲法について語るという前提に立って、個人的に議論したい点
について列挙してみた。憲法改訂に関する最大の問題は、憲法の中身が国
民に知られていない、憲法の規定が守られず死文化している、憲法が議論
されないことにあると思っている。よく知らない者が安易に憲法を議論す
るなと言う反論が出ることは承知の上で、憲法議論のきっかけになればと
思っている。

１.	 憲法改訂規定と選挙規定
民主主義国家である以上、憲法も法律も国民の民意を反映したものでな

ければならない。
現状の日本では、法律を決める国会議員が国民の民意を反映していると

は言い難い。投票率が低すぎるため、どの政党や政党連合も有権者の半数
以上の支持を得ておらず、なおかつ、小選挙区制のため、事実上極少数が
支持する議員の意見が法律となっている。

さらに、当選すれば、すべての案件について民意を代表できるのも代議員
制の問題である。TPP や原発問題を見ても、有権者は候補者がその後の任
期中のすべての案件について、無条件委任をしたわけではないと思う。した
がって、本来は重要案件については、個別に国民投票にかけるのが望ましい。

憲法改訂は、真の民意を反映するため投票率が低い国民投票の多数決で
はなく、圧倒的総意が固まった場合に改訂を行うべきであると思う。国民
投票では投票総数の三分の二以上で、なおかつ、有権者総数の半数以上の
賛成で改訂するとすべきである。また、国民が改訂の意味を理解した上で
投票できるよう、その前に２回以上の衆参議院議会選挙で議員候補と国民
各層の議論が行われるべきである。憲法改訂は投票権のない子どもにも大
きく影響するため、中学校以上の教育機関でも学習し議論し、本投票の前
に全学生を対象とした模擬投票とその結果の発表が行われ、その結果を有
権者も考慮すべきと考える。

一方、民意を反映していない国会が反対すれば憲法改訂が行われないの
も問題であり、国会の同意に関わらず憲法改訂が行えるようにすべきであ
る。一定数の国会議員 + 一定数の地方議員 + 一定数の国民からの請求に
よって、その後２回目の衆参議院選挙で国民投票を実施するようにしては
どうか。憲法問題、言い換えれば、人権問題が常に国会議員選挙の時に争
点となることが望ましい。

付け加えるならば、国会が民意を反映するよう、第47条 の「選挙区、
投票の方法その他両議院の議員の選挙に関する事項は、法律でこれを定め
る。」を改訂し、衆議院は最も民意を反映する選挙法である全国を一つの
選挙区とする比例代表制とすること、参議院は県や性別、年齢階層などを
考慮した方法にすることも規定したい。議員をどう選ぶかは民主政治の基
本であるので、単なる法律にゆだねるべきではない。

２.	 前文
格調は高いが、何せ時間が経っているのと、英文との対比のためか、文

章が硬い。民主主義では国民に分かりやすいことが求められる。憲法を方
言で表す試みもされており、時代時代の表現を模索する必要があるのでは
ないだろうか。前文で、自国民のみならず他国民に対しても、国民主権、
平和主義、世界主義を宣言することは意義がある。まず、この憲法の理念
である「人類の長い歴史の教訓をもとに、権力者による人権侵害から国民
をまもり、権力拡大のために諸国民が戦争の加害者にも被害者にもならな

いようにするためにこの憲法を制定した。」というようなことを分かりや
すい言葉で簡潔に規定するのがよい。

３.	 第一章　天皇
天皇（皇族を含む）は現在、実態として飾り物である。時々の権力者が

その時々に都合良く使っているが、マスコミや週刊誌の情報によれば、雅
子さんなどは本人の意志と都合の良い使われ方の間に折り合いがつかず、
心の病気になっていると推測する。労働者の心の病気が多発している原因
と同じであるが、労災申請はできないし、裁判を受ける権利もないのでは
ないか。実際にはそれ以上の措置を受けていると思うが、少なくとも天皇
や皇族の人権保障は憲法で明文化されていない。天皇という役割が必要か
不要かという議論もあるが、仮に必要であるとしても、現在では天皇が神
や君主であると思っている人はごく少数と思うので、皇族も日本国民であ
り、その人権と責任を認めることから議論を始める必要があると思う。鉄
道や電力、郵政など、従来国営で行ってきた事業がこれだけ民営化がすす
められており、天皇（皇族）も法人化すればよいと思う。天皇は名称独占、
業務独占を有する法人になるのがよいのではないか。オリンピック委員会
はスポーツ分野の国連のように思われているが、私的機関であり、当面そ
のような位置づけでも良いと思う。

４.	 第二章　戦争の放棄 :
これも前文同様、文章が硬いので、分かりやすく改訂するのがよい。そ

の際、戦後議論することがタブーになっていた自衛力や自衛隊についても
議論すべきである。

これまでの戦争の多く（十字軍、ナチスや日本の侵攻、米英などのイラ
ク侵攻）が自衛を口実とした戦争であることを踏まえて、自衛のためとい
う口実があれば、どんな軍事力や戦争も認めるのか、認める場合は領土、
領空、領海内（この範囲も議論になる）以外での活動も認めるのか、情報
収集や誘導（いわゆるスパイ活動）やサイバーテロなど直接の武力行使以
外の軍事活動は認めるのか、自国民（いくらでもでっち上げられるテロな
どの疑いで）に対する軍事力の行使は認めるのか、警察や海上保安と自衛
隊の区別など、具体的に議論する必要がある。

また、現在の米軍基地や自衛隊があることによる人権の被害や経済的損
失の具体的なデータを作成し、それらが憲法の他の条項に照らしてどうか
という国民的議論も必要である。

５.	 第三章　国民の権利および義務、第六章　司法
第十二条に「この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の

努力によつて、これを保持しなければならない。」という規定がある。憲
法制定後、政府によってこの努力がほとんどされてこなかったことが、国
民の憲法への無関心生み、必要な改訂がされていない大きな原因と思う。
改訂の議論の中で、まず、憲法が国民に保障する自由及び権利を国民が知
り、必要な場面で行使することが先決である。コスタリカ政府が米国に同
調してイラク出兵を決めた際に、同国の大学生がイラク出兵は憲法の非武
装中立規定に違反すると憲法裁判所に訴え、憲法違反という判決によって
出兵が中止されたように、国民が常に憲法を意識し、疑問に思ったら憲法
違反で訴えることができるようにする必要がある。そのように憲法を利用
することがないと憲法は死文化し、保持できなくなると思う。

上記との関連で、法令、通達や閣議決定などの憲法違反を扱う憲法裁判
所を設置すべきである。また、日本は三権分立と言いながら、国会の多数
派が他の二権を選任する仕組みであり、事実上、一権集中である。それを
防ぐため、最高裁判所の判事は弁護士の立候補者（裁かれる側の国家機関
の職員である判事や刑事およびその経験者を除く）から国民投票で直接選
出すべきである。

紙面の関係でここまでにとどめるが、憲法改訂に賛成か反対か、九条改
訂に賛成か反対かだけではなく、国民がそれぞれの視点で、「本当は憲法
はこうであってほしい」という意見を大いに述べ合うことが求められてい
ると思う。

ザ・日本国憲法ザ・日本国憲法会員寄稿
シリーズ③

服部　真（金沢市／産業医・労働衛生コンサルタント）

憲法改訂の合言葉は
「おおいに議論し、慎重に決める」

お問い合わせ先：中村　利徳(会長)　☎２８８－３０２１／木越トヨ子(会員)　☎２８８－５３９６　※この会は“赤い羽根”の助成を受けています。

“てるてる” 若年性認知症の人と家族の会

総会＆記念講演」
のお知らせ

「
日 時

参加費

8月10日（土）
13時30分～15時30分（受付：13時00分～）

場 所 内灘町役場 1階 町民ホール
石川県河北郡内灘町字大学１丁目２番地１

内 容 総会（Ｈ２４年度活動報告　等）

関 奈緒子先生（石川県立高松病院）無料／お申し込みは不要です。

第５回記念講演

第5回 「若年性認知症の
  最近の動向について（仮）」

石 川 保 険 医 新 聞 2013年7月15日（毎月15日発行）（6）第495号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



二
〇
一
二
年
十
月
に
、
中

学
の
同
窓
生
と
一
緒
に
ソ
ウ

ル
に
行
っ
た
時
の
ガ
イ
ド
さ

ん
の
話
で
す
。

「
最
近
、
日
本
人
観
光
客

向
け
の
ガ
イ
ド
の
仕
事
も
ず

い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
の
よ
。
昔

は
、
名
所
旧
跡
の
説
明
を
す

れ
ば
良
か
っ
た
け
ど
、
今
で

は
、
韓
ド
ラ
は
一
応
全
部

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ
れ
に
合

わ
せ
た
ガ
イ
ド
も
し
な
け

り
ゃ
な
ら
な
い
し
、
韓
国
の

俳
優
た
ち
の
情
報
も
一
応
、

知
っ
て
お
か
な
き
ゃ
な
ら
な

い
」
と
。

確
か
に
、
も
う
国
内
旅
行

の
よ
う
に
簡
単
に
行
け
る
よ

う
に
な
っ
た
韓
国
は
、
韓
国

旅
行
も
昔
と
比
べ
て
、
ず
い

ぶ
ん
変
化
し
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
韓
ド
ラ
に

夢
中
の
中
年
の
女
性
た
ち

は
、
見
る
だ
け
で
は
飽
き
足

ら
ず
に
、
自
ら
、
韓
ド
ラ
の

世
界
を
体
験
に
行
く
。
若
い

女
性
た
ち
は
、
韓
国
の
イ
ケ

メ
ン
た
ち
を
一
目
見
よ
う

と
、
そ
し
て
、
韓
国
料
理
は
、

と
っ
て
も
お
い
し
い
。

私
が
十
五
年
ほ
ど
前
に
、

韓
国
に
初
め
て
い
っ
た
時
の

よ
う
な
緊
張
感
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
か
つ
て
も
今

日
の
韓
国
の
よ
う
に
、
何
事

も
な
か
っ
た
よ
う
に
。で
も
、

今
か
ら
七
十
年
近
く
前
に

は
、
朝
鮮
半
島
は
日
本
の
統

治
下
に
あ
っ
た
の
で
す
。

今
の
時
代
、
そ
の
こ
と
を

目
的
に
し
な
い
限
り
、
過
去

の
戦
争
や
日
本
統
治
下
の
時

代
の
歴
史
を
学
ぼ
う
と
す
る

日
本
人
観
光
客
は
い
な
い
で

し
ょ
う
。
ソ
ウ
ル
の
繁
華
街

の
近
く
の
イ
ン
サ
ド
ン
と
い

う
通
り
は
、
日
本
人
観
光
客

に
人
気
の
場
所
で
す
。
そ
こ

に
「
タ
ブ
コ
ル
（
パ
ゴ
ダ
）

公
園
」
と
い
う
小
さ
な
公
園

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
公
園
、

日
本
統
治
時
代
の
一
九
一
九

年
三
月
一
日
に
、
朝
鮮
の
独

立
を
め
ざ
し
た
「
三
・
一
運

動
」
の
発
祥
地
で
す
。
こ
の

地
で
、
そ
の
独
立
宣
言
が
読

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
公
園

の
中
に
は
、
記
念
碑
と
当
時

の
こ
と
を
記
録
し
た
壁
画
が

あ
り
ま
す
。
日
本
人
観
光
客

は
、
せ
い
ぜ
い
こ
の
公
園
の

横
の
道
路
を
バ
ス
の
待
ち
合

わ
せ
程
度
に
使
う
程
度

で
す
。

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
で
有
名

な
中
央
高
校
、
今
で
も
、
古

い
威
厳
の
あ
る
立
派
な
校
舎

が
建
っ
て
い
ま
す
。
冬
ソ
ナ

フ
ァ
ン
だ
っ
た
ら
、一
度
は
、

こ
の
高
校
に
行
っ
て
み
た
い

で
し
ょ
う
。
で
も
、
こ
の
高

校
も
「
三
・
一
運
動
」
と
関

係
が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
植

民
地
支
配
さ
れ
た
朝
鮮
で

は
、
朝
鮮
の
独
立
の
た
め
に

二
つ
の
運
動
が
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
は
、
日
本
の
明
治

維
新
の
よ
う
に
、
産
業
や
学

問
を
興
し
て
国
を
富
ま
せ
列

強
に
劣
ら
な
い
よ
う
な
国
を

作
ろ
う
と
い
う
富
国
強
兵
の

動
き
、
も
う
一
つ
は
、
力
に

よ
っ
て
日
本
を
追
い
出
そ
う

と
い
う
運
動
で
し
た
。
後
者

の
運
動
が
、「
三
・
一
運
動
」

で
す
。
前
者
の
運
動
で
、
学

問
を
興
す
象
徴
で
建
て
ら
れ

た
の
が
、
こ
の
高
校
な
の
で

す
。
そ
ん
な
歴
史
っ
て
、
こ

の
中
央
高
校
を
訪
れ
る
観
光

客
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
建
物
の
前
庭
に

は
「
三
・
一
運
動
」
の
記
念

碑
が
あ
り
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
に
中
国
の
重

慶
で
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ア

ジ
ア
カ
ッ
プ
で
、
反
日
感
情

が
日
本
人
チ
ー
ム
に
ぶ
つ
け

ら
れ
た
事
件
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
政
治
が
持
ち
込

ま
れ
る
こ
と
は
決
し
て
許
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
重
慶
を
訪
れ
る
場
合
に

は
、
少
な
く
と
も
、
日
中
戦

争
時
代
に
日
本
軍
が
重
慶
で

ど
う
い
う
残
虐
な
行
為
を

行
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を

記
憶
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
日
中
戦

争
の
時
に
重
慶
は
国
民
政
府

の
臨
時
首
都
と
な
り
、
日
本

軍
が
激
し
い
爆
撃
を
行
い
、

市
民
二
万
六
千
人
が
死
傷
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ス

ペ
イ
ン
内
戦
の
時
に
、
ド
イ

ツ
軍
が
ゲ
ル
ニ
カ
に
激
し
い

爆
撃
を
加
え
た
こ
と
は
良
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、

重
慶
へ
の
無
差
別
爆
撃
は
、

ゲ
ル
ニ
カ
へ
の
爆
撃
と
同
じ

行
為
だ
っ
た
の
で
す
。

ソ
ウ
ル
市
庁
舎
か
ら
地
下

鉄
で
一
駅
の
所
に
、
西
大
門

刑
務
所
跡
が
あ
り
ま
す
。
西

大
門
刑
務
所
は
日
本
の
統
治

に
抵
抗
し
た
朝
鮮
の
人
々
が

収
監
さ
れ
、
拷
問
に
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
そ
の

一
部
を
保
存
し
、
西
大
門
刑

務
所
歴
史
館
と
し
て
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
韓

国
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
の

授
業
な
ど
で
良
く
訪
れ
る
所

で
す
。
で
も
、
日
本
人
観
光

客
の
姿
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
建
物
の
中
に
は
、

こ
の
刑
務
所
の
歴
史
や
拘
禁

室
、
拷
問
室
、
地
下
監
獄
、

死
刑
場
な
ど
が
保
存
さ
れ
て

お
り
、
日
本
の
統
治
下
で
の

残
虐
な
行
為
を
目
の
あ
た
り

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
内
に
は
、
絞
首
刑
場
も

あ
り
、
こ
こ
で
少
な
く
と
も

四
百
人
は
命
を
奪
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
他
、

病
気
や
栄
養
失
調
で
多
く
の

人
々
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
刑
務
所
跡
に

四
回
訪
問
し
ま
し
た
が
、

八
十
歳
ぐ
ら
い
の
金
さ
ん
と

い
う
日
本
語
ガ
イ
ド
の
方
に

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。金
さ
ん
は
、

二
〇
〇
一
年
に
小
泉
元
首
相

も
訪
問
し

た
こ
と
が

あ
る
と
言

わ
れ
た
の

で
、
そ
の

時
の
記
帳

が
あ
り
ま

す
か
っ
て

聞
い
て
み

ま
し
た
。

金
さ
ん

は
、
資
料

を
探
し
出

し
て
く
れ

て
、
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
は
、

「
日
本
国
小
泉
純
一
郎　

思

無
邪　

信
頼
を
積
む
」
と
記

載
し
て
あ
り
ま
し
た
。「
思

無
邪
」
っ
て
、
難
し
い
言
葉

で
す
。
そ
の
後
、
小
泉
首
相

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
し

た
ら
、
そ
の
時
の
記
事
が
あ

り
ま
し
た
。「
十
五
日
に
韓

国
を
訪
問
し
た
。
金
大
中
大

統
領
と
の
首
脳
会
談
に
先
立

ち
、
国
立
墓
地
と
、
西
大
門

（
ソ
デ
ム
ン
）
独
立
公
園
の

歴
史
展
示
館
を
訪
問
し
献
花

を
し
た
。
記
帳
の
際
、『
思

無
邪
』
と
書
い
た
。・
・
・

日
韓
の
信
頼
関
係
を
築
き
、

将
来
に
つ
な
げ
育
ん
で
い

く
。歴
史
を
見
つ
め
な
が
ら
、

未
来
に
向
か
っ
て
友
好
の
絆

を
深
め
て
い
き
た
い
と
の
思

い
を
込
め
た
。」
と
あ
り
ま

し
た
。「
思
無
邪
」
と
は
「
よ

こ
し
ま
な
心
を
も
た
な
い
こ

と
」
と
い
う
意
味
で
す
。
加

害
者
の
立
場
の
総
理
の
言
葉

と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
抽

象
的
で
、
日
本
の
責
任
が
感

じ
ら
れ
な
い
言
葉
で
残
念
に

思
い
ま
し
た
。

原

　和
人
（
金
沢
市
・
外
科
）

原和人ドクターの

「近くて近い国：韓国」
（５回シリーズ）

そ
の
④戦

争
責
任
と

　
　歴
史
認
識 

上

原

　和
人
（
金
沢
市
・
外
科
）

原和人ドクターの

「近くて近い国：韓国」
（５回シリーズ）

そ
の
③職

業
病
の
た
た
か
い
の
中
で

　
　
　
　生
ま
れ
た
病
院

追慕空間には、5000人分の受刑記録票の複製が
壁3面に張りつけてある

西大門刑務所跡

主　催 石川県保険医協会／TEL（076）222-5373／FAX（076）231-5156／E-mail: ishikawa_nagaura@doc-net.or.jp 

２０13年11月17日（日）午後2時～午後5時／第1部 コンサート午後5時半～午後8時／第2部 懇親パーティー

出 演 者 募 集 の お 知 ら せ
とき

金沢市民芸術村・
ミュージック工房
（金沢市大和町1-1）

れんが亭（金沢市民芸術村敷地内）ところ

出演について

無料 1人 5,000円（ビュッフェ＆飲み放題つき）参加費

第1部コンサート

第1部コンサート

第2部 懇親パーティー

第2部 懇親パーティー

①保険医協会会員、ご家族・スタッフ・ご友人。
②洋楽・邦楽、いずれもジャンルを問いません。
③個人・グループともに10分以内の演奏。
④出演は無料ですが、特別な音楽機材などの持ち込みに
かかわる費用は、出演者のご負担になります。（※グラ
ンドピアノと簡単な音響設備はあります。）

申し込みについて
まず、お電話・FAX・メールでお申し込みください。
正式な「申込用紙」をお送りしますので、必要事項をご記
入の上、ご返送ください。

申し込み締め切り：9月30日（月）

石 川 保 険 医 新 聞（7）2013年7月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第495号
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１２回
シリーズ
１２回
シリーズ

加藤　彰一（金沢市・小児科）

山と旅の記山と旅の記
お花松原

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

会員リレーエッセー　◆◆166◆◆

高
校
時
代
、
イ
・
フ
ェ
ソ
ン
（
李
恢
成
）
の
小
説
を
読
ん

で
、
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
と
邂
逅
し
た
の
が
私
の
好
韓
流
の

始
ま
り
で
あ
っ
た
。「
砧
を
打
つ
女
」「
伽
耶
子
の
た
め
に
」

な
ど
読
み
漁
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
生
徒
会
活
動
や
受
験

な
ど
で
忙
し
く
て
、
し
ば
ら
く
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。

再
び
、
私
の
脳
裏
に
、
韓
国
と
い
う
文
字
が
躍
っ
た
の
は
、

大
学
時
代
（
一
九
七
〇
年
代
）
で
、
当
時
、
韓
国
は
軍
事
独

裁
政
権
だ
っ
た
。
韓
国
の
人
々
は
果
敢
に
も
こ
の
軍
事
政
権

と
対
峙
し
、
民
主
化
運
動
を
進
め
て
い
た
。
当
時
、
日
本
に

は
韓
国
の
民
主
化
運
動
の
情
報
が
な
か
な
か
伝
わ
っ
て
こ
な

か
っ
た
が
、『
世
界
』
と
い
う
岩
波
書
店
の
月
刊
誌
の
「
韓

国
か
ら
の
通
信
」
か
ら
、
唯
一
、
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
通
信
の
発
信
者
は
匿
名
の
方
で
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
は

「
Ｔ
Ｋ
生
」。
こ
の
唯
一
の
情
報
ル
ー
ト
を
も
と
に
、
日
本
の

学
生
は
、
韓
国
の
軍
事
政
権
に
よ
っ
て
、
死
の
淵
に
追
い
や

ら
れ
て
い
る
詩
人
の
金
芝
河
、
徐
兄
弟
な
ど
の
学
生
の
減
刑

運
動
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
時
の
日
本
の
民
主
勢
力
は
、
韓

国
の
軍
事
政
権
に
対
峙
す
る
人
た
ち
と
支
援
を
通
じ
て
、
好

韓
流
ど
こ
ろ
で
は
な
い
連
帯
感
で
結
ば
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
二
十
年
近
く
、
韓
流
と
は
縁
が
切
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
数
年
前
、
京
都
で
開
か
れ
た
、「
核
兵
器
廃
絶
を

求
め
る
医
師
・
医
学
者
の
集
い
」
で
、
立
命
館
大
学
コ
リ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
徐
勝
と
い
う
方
が
講
演
さ
れ
た
。
そ
の

名
前
を
聞
い
て
、
ま
さ
か
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
あ
の
、
韓
国

の
独
裁
政
権
の
拷
問
に
も
め
げ
ず
裁
判
を
闘
い
、
日
本
の
学

生
も
支
援
し
た
、
徐
勝
さ
ん
に
会
え
る
と
は
思
え
ず
、
感
慨

深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
に
初
め
て
ソ
ウ
ル
に
行
っ
た
。
西
大
門
刑
務

所
跡
、
昌
徳
宮
、
景
福
宮
、
独
立
記
念
館
、
釜
山
の
歴
史
博

物
館
は
、
マ
イ
フ
ェ
イ
ボ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
最
近
は
韓
流
の

医
学
歴
史
ド
ラ
マ
（「
済
衆
院
チ
ェ
ジ
ュ
ン
ウ
ォ
ン
」）
に
ま

で
の
め
り
こ
ん
で
い
る
。
チ
ェ
ジ
ュ
ン
ウ
ォ
ン
は
、
韓
国
で

最
初
の
西
洋
式
の
外
科
医
に
な
っ
た
人
物
の
話
で
あ
り
、
斉

衆
院
と
い
う
題
名
は
、大
韓
帝
国
で
最
初
の
西
洋
式
病
院
で
、

実
話
を
も
と
に
し
て
い
る
。
好
韓
流
で
な
く
て
も
外
科
医
必

見
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

私
の
好
韓
流
史横

山
　
隆
（
羽
咋
市
・
外
科
）

白
山
の
岐
阜
県
側
に
あ
り
、

遅
く
ま
で
残
る
ヒ
ル
バ
オ
雪
渓

が
高
山
植
物
を
育
ん
で
い
る
場

所
が
お
花
松
原
で
す
。
吉
沢
康

暢
氏
著
の
日
本
の
名
峰
シ
リ
ー

ズ
［
白
山
・
奥
美
濃
・
伊
吹
］

に
紹
介
さ
れ
た
写
真
で
は
一
面

の
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
を
前
景

に
石
川
県
側
か
ら
見
る
こ
と
が

出
来
な
い
、
残
雪
の
白
山
東
面

が
見
事
で
し
た
。

白
山
に
は
多
く
の
お
花
畑
が

あ
り
、
特
に
観
光
新
道
上
部
の

も
の
は
美
し
い
が
、
背
景
が
黒

ボ
コ
岩
で
は
迫
力
に
欠
け
ま

す
。
室
道
側
の
弥
陀
ヶ
原
に
も

ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク

ラ
の
群
落
が
あ
る

が
、
後
ろ
の
御
前

峰
が
白
っ
ぽ
い
丘

の
様
に
見
え
て
面

白
く
あ
り
ま
せ

ん
。
夏
山
と
い
え

ど
も
山
と
雪
と
色

と
り
ど
り
に
咲
く

花
の
三
者
が
揃
っ

た
景
色
を
最
上
と

考
え
ま
す
。
吉
沢

氏
の
写
真
に
魅
か

れ
、
お
花
松
原
か

ら
花
を
前
景
に
大
汝
を
眺
め
る

の
が
長
年
の
願
い
で
し
た
。

お
花
松
原
は
御
前
峰
と
大
汝

間
と
の
鞍
部
を
岐
阜
県
側
へ
標

高
差
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
っ

た
処
に
あ
り
（
図
）、
室
堂
か

ら
往
復
五
時
間
を
要
し
ま
す
。

以
前
、
白
山
が
日
帰
り
の
山
で

あ
っ
た
頃
、
早
立
ち
し
て
往
復

を
試
み
ま
し
た
が
帰
り
が
心
配

に
な
り
引
き
返
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
二
十
年

以
上
前
に
、
白
山
ス
ー

パ
ー
林
道
三
方
岩
駐
車
場

か
ら
お
花
松
原
を
通
る
北

縦
走
路
で
白
山
を
目
指
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
の
た
め
、

ル
ー
ト
中
間
の
ゴ
マ
平
避

難
小
屋
に
宿
泊
し
、
白
山

を
目
指
す
予
定
で
し
た

が
、
雨
天
の
た
め
に
断
念

し
エ
ス
ケ
ー
プ
ル
ー
ト
の
中
宮

温
泉
へ
下
り
ま
し
た
。
そ
の
後

も
室
堂
に
泊
ま
り
、
余
裕
を

持
っ
て
出
か
け
ま
し
た
が
天
候

が
悪
か
っ
た
り
、
逆
に
好
天
続

き
で
殆
ど
の
花
が
咲
き
終
わ
っ

て
い
た
り
で
幸
運
に
恵
ま
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
間
に
学
習

し
た
の
は
、
お
花
松
原
で
花
を

撮
影
す
る
に
は
午
前
中
の
光
線

状
態
が
良
い
事
、
さ
ら
に
ヒ
ル

バ
オ
雪
渓
の
程
よ
い
残
雪
が
条

件
で
あ
る
事
で
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
二
日
の
土

曜
日
、
翌
日
の
好
天
予
報
に
励

ま
さ
れ
、
午
後
一
時
に
仕
事
が

終
わ
っ
て
す
ぐ
に
出
発
、
当
日

は
南
竜
山
荘
に
宿
泊
し
て
お
花

松
原
に
向
か
い
ま
し
た
。
ヒ
ル

バ
オ
雪
渓
の
残
雪
は
花
盛
り
を

予
感
さ
せ
る
に
十
分
で
し
た
。

写
真
①
の
雪
面

左
少
し
奥
が
お

花
松
原
で
す
。

こ
こ
を
超
え
て

稜
線
を
北
方
遠

く
へ
歩
く
と
白

山
ス
ー
パ
ー
林

道
三
方
岩
駐
車

場
に
着
き
ま

す
。
願
い
が
叶

い
お
花
畑
か
ら

大
汝
を
見
上
げ

た
時
は
、
予
想

通
り
の
美
し
い

眺
め
で
感
激
し

ま
し
た
（
写
真

②
）。
私
の
一

番
贔
屓
の
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ

を
引
き
立
て
る
か
の
よ
う
に
ミ

ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
、
ク
ロ
ユ
リ
、

ア
オ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
が
眼
前
に

ひ
ろ
が
り
、
最
奥
に
大
汝
を
配

す
る
望
ん
だ
通
り
の
構
図

で
す
。

手
前
の
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ

と
遠
景
の
大
汝
の
両
者
に
ピ
ン

ト
を
合
わ
せ
る
べ
く
レ
ン
ズ
を

思
い
切
り
絞
り
込
み
、
ま
ず
ま

ず
の
写
真
と
思
い
ま
す
が
、
二

番
贔
屓
の
ハ
ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
が

咲
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ク

ロ
ユ
リ
の
最
盛
期
に
一
週
間
早

か
っ
た
こ
と
が
欠
点
で
す
。

◦
撮
影
機
材

	
C
anon	EO

S-1V,

◦
レ
ン
ズ

	
Canon	28-135m

m
	F1:3.5-5.6	IS,

◦
フ
ィ
ル
ム

	
Fujichrom

e	Velvia	100	F

、

◦
フ
ィ
ル
タ
ー

	
Kenko	M

C
	Skylight

◦
撮
影
条
件

	

絞
りF18,	1/50

秒,	

補
正+1/3

囲 碁

（解答は 3面にあります） （解答は 3面にあります）

持
駒

　飛
角

黒先　８分で１、２級以上
〈ヒント〉 ダメヅマリにして無条件で
 仕留めます。

〈ヒント〉 角をさばく順で詰ます。
 （10分で２級）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

初級編 初級編

香
玉

角 歩歩

歩

桂

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え３面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独5 7 4 8
3 1 6 5

2
6 □ 5 7
4 3 7 6
5 1 2
□ 5

8 1 2 3
4 5 6 9

写真①　	御前峰と大汝との鞍部より
お花松原と北縦走路の稜線

図　	白山山頂付近地図。日地出版「加賀白山」
より転用

写真②　お花松原より右奥に大汝、左に剣ケ峰

石 川 保 険 医 新 聞 2013年7月15日（毎月15日発行）（8）第495号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）


